歩行ラリー（チームプロセスマネジメント）公開セミナー


本当に役に立つ研修をお考えの方に！！
“チームプロセスマネジメントセミナー”

～歩行ラリーによる個と組織のスキルアップ～




研修タイムスケジュール

	現地10:３０集合　夜は2１:００頃まで
	8:30～15:00解散予定

	＜オリエンテーション＞ 

＜ラリー実施前の“Research＆Plan”＞ 

＜第１回ラリーの実施“Ｄｏ”＞ 

＜ふりかえり“Ｓｅｅ”＞ 

＜第１回調査“Research”＞

・ラリーコースの事実発見 　・仮説を立てその検証 
	＜第１回調査結果の発表＞ 

＜第２回調査“Research＆Plan”＞ 

＜第２回ラリーの実施“Ｄｏ”＞

＜ふりかえり“Ｓｅｅ”＞

・何を学んだか・どんな風に仕事に生かすのか

＜成績発表＞



必要事項をご記入の上､ＦＡＸまたはメールでご連絡下さい。 

受付後にメールまたはFAXで受講票をお送りします。
	２０10．１２/１～２歩行ラリーチームプロセスマネジメントセミナー申込書

	貴社名
	　　　　　　　　　
	ご住所
	

	申込責任者
	
	電話
	　　　
	メール
	

	ご参加者
	部署名
	お役職名
	お名前
	性別
	備考

	
	
	
	
	男　女
	

	
	
	
	
	男　女
	

	
	
	
	
	男　女
	

	
	
	
	
	男　女
	

	
	
	
	
	男　女
	

	
	
	
	
	男　女
	

	参加料

該当箇所に○をしてください
	参加人数
	会員価格

（税込）
	一般価格

（税込）
	備　考

※1泊4食込、原則として個室はございません。2名以上のご参加をお勧めします。

※受講人数が８名以下の場合、開催を延期します。

⇒１１月２５日までに実施の可否をご連絡致します。

※歩きやすい服装でお越しください。なお、雨天でも実施します。

⇒セミナー申し込み後に、詳細をご案内します。

※体調に不安がある方のご参加はご遠慮ください。その場合、代理の方が出席いただくか、実施3日前までにご連絡ください。2日前以降のキャンセルは、宿泊費と食費の実費1２,000円分をご請求致します。

※会場までの往復交通費はご負担ください。※セミナー終了後、ご請求書を送付致します。

	
	1名
	¥63,000
	¥84,000
	

	
	2名
	¥105,000
	¥126,000
	

	
	3名
	¥157,500
	¥189,000
	

	
	4名
	¥210,000
	¥252,000
	

	
	5名
	¥262,500
	¥315,000
	

	
	6名
	¥315,000
	¥441,000
	


[日　時]：平成22年１２月1日(水)～2日(木)


12月1日10時３０分集合、2日15時解散予定


[会　場]：古河市平成館


〒306-0221　茨城県古河市駒羽根620番地　　TEL：0280-92-9111


ＪＲ上野駅から東北本線で約65分　　


ＪＲ新宿駅から湘南新宿ライナー東北本線直通で約６０分　　


ＪＲ古河駅東口からタクシーで15分（2500円程度）　　　


※恐れ入りますが、会場までの往復交通費はご負担ください。


[講　師]：ヒューマンズコンサルティング㈱　熊原徹司


[定　員]： 定員：30名





[ 主催：問い合わせ先 ]


ヒューマンズコンサルティング株式会社　　東京都墨田区錦糸二丁目4-6ＡＬビル414


TEL 03-5819-3902  FAX 03-5819-3903　　　E-MAIL　ｉｎｆｏ＠humans-consulting.co.jp





～　ご参加のおすすめ　～


　歩行ラリー※という野外競技を通して、先入観や思い込みの多い日常を反省すると共に､事実追求の重要性を強く認識することができます。体験からチームワークや一体感を醸成することができ、新入社員研修、中堅社員研修、管理職研修から職種や階層を問わず実施することができます。


 【歩行ラリーの歴史】 


歩行ラリーは、４０年程前、組織革新の実践者として著名な、ソニーの常務を努めた小林茂先生等によって開発されました。小林先生は、ソニーの厚木工場長時代に、マネジメントの体験学習として、歩行ラリーを活用、工場全体が活性化していった事例は、たいへん有名な話です。 


【歩行ラリーとは】 


 特殊なコマ地図にしたがって、決められた区間を決められた速度で歩き、その正確さを競う野外競技です。良い成績を残すためには、与えられた情報を的確に捉えることができる判断力と実行力が必要となります｡


 歩行ラリーは、２日間で２回実施しますが、第１回目のラリーでは、“思い込みで行動する””地図や指示書を見ないで勝手な判断をする”するなど、仕事の失敗と同じような体験をします。この後､調査や研究を重ねて、各チームが発見した事実を共有し、第２回目のラリーに挑戦します。この過程は、まさにマネジメントサイクルの成功体験そのものであり、組織が活性化していくプロセスでもあります。


～　研修の効果　～


【体験から得られること（心と身体で理解できること）】


１．チームによるマネジメントサイクル“Research→Plan→Do→See”の回し方


２．思い込みをせず、事実をよくみて行動することの大切さ


３．メンバー全員でマネジメントサイクルを回しながら、集団が活性化し、個人と組織をスキルアップさせる方法












